
(57)【要約】

【課題】本発明は各種音響機器に使用されるスピーカに

関するものであり、フレームとプレートの結合強度を強

くすることを目的とする。

【解決手段】そしてこの目的を達成するために本発明は

上部プレート２１とフレーム２２の一方に突起２３、他

方にそれが嵌合される孔２４を形成するとともに、前記

突起２３の外周には内、外周方向への凹凸２３ａを形成

し、前記孔２４の内周には、前記突起２３の凹凸２３ａ

と嵌合する凸凹２４ａを形成したものである。

【選択図】　図１

JP 2004-248016 A 2004.9.2



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
プ レ ー ト と 、 こ の プ レ ー ト に 結 合 さ れ た フ レ ー ム と 、 こ の フ レ ー ム に 取 付 け ら れ た 振 動 板
と を 備 え 、 前 記 プ レ ー ト と フ レ ー ム の 結 合 は 、 一 方 の 突 起 を 、 他 方 の 孔 に 圧 入 し て 結 合 す
る 構 成 と し 、 前 記 突 起 の 外 周 に は 内 、 外 周 方 向 へ の 凹 凸 を 形 成 し 、 前 記 孔 の 内 周 に は 、 前
記 突 起 の 凹 凸 と 嵌 合 す る 凸 凹 を 形 成 し た ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ２ 】
突 起 の 凹 凸 と 、 孔 の 凸 凹 は 連 続 的 、 ま た は 断 続 的 に し た 請 求 項 １ 記 載 の ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ３ 】
プ レ ー ト は 、 磁 気 回 路 の 上 部 プ レ ー ト と し た 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ 記 載 の プ レ ー ト と フ レ ー ム の 一 方 の 突 起 を 他 方 の 孔 に 圧 入 し て プ レ
ー ト と フ レ ー ム を 一 体 化 す る ス ピ ー カ の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 各 種 音 響 機 器 に 使 用 さ れ る ス ピ ー カ と そ の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
ス ピ ー カ の フ レ ー ム と 磁 気 回 路 の 上 部 プ レ ー ト と の 接 合 を 、 図 １ ３ に よ り 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 １ ３ に 示 す ご と く 上 部 プ レ ー ト １ の 突 起 ２ を 、 フ レ ー ム ３ の 孔 ４ に 挿 入 後 、 突 起 ２ を プ
レ ス す る こ と で 接 合 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 突 起 ２ の 外 周 に 凹 凸 を 設 け て 孔 ４ に 圧 入 し た も の も あ る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 開 昭 ６ ３ － ７ ０ ７ ９ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 述 の ス ピ ー カ は 、 フ レ ー ム ３ の 孔 ４ と 上 部 プ レ ー ト １ の 突 起 ２ の ク リ ア
ラ ン ス が 大 き い た め 、 が た つ き が 生 じ る も の で あ っ た 。 ま た 突 起 ２ の 外 周 に 凹 凸 を 設 け て
孔 ４ に 圧 入 す れ ば が た つ き は 生 じ な く な る が 、 突 起 ２ の 外 周 に の み 凹 凸 を 設 け た 場 合 に は
、 凸 部 だ け が 孔 ４ の 内 周 に 圧 接 し て い る だ け の 状 態 に な る の で 、 圧 接 面 積 が 小 さ く 、 強 度
が 低 く な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ こ で 本 発 明 は こ の プ レ ー ト と フ レ ー ム の 結 合 部 分 の 強 度 を 高 め る こ と を 目 的 と す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
そ し て こ の 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は プ レ ー ト と フ レ ー ム の 一 方 に 突 起 、 他 方 に そ れ
が 嵌 合 さ れ る 孔 を 形 成 す る と と も に 、 前 記 突 起 の 外 周 に は 内 、 外 周 方 向 へ の 凹 凸 を 形 成 し
、 前 記 孔 の 内 周 に は 、 前 記 突 起 の 凹 凸 と 嵌 合 す る 凸 凹 を 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ し て こ の 様 な 構 成 と す れ ば 、 突 起 と 孔 は そ れ ぞ れ の 一 方 に 設 け た 凹 凸 が 、 他 方 に 設 け た
凸 凹 と 圧 接 嵌 合 す る こ と に な る の で 、 圧 接 面 積 が 大 き く 、 強 度 の 強 い も の と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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（ 実 施 の 形 態 １ ）
以 下 、 実 施 の 形 態 １ を 用 い て 、 本 発 明 の 特 に 請 求 項 １ ～ ４ に 記 載 の 発 明 に つ い て 説 明 す る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ に 示 す ス ピ ー カ は 、 突 起 ２ ３ を 有 し た 上 部 プ レ ー ト ２ １ と 、 孔 ２ ４ を 有 し た フ レ ー ム
２ ２ と で 構 成 さ れ て い る 。 こ の う ち 上 部 プ レ ー ト ２ １ は 磁 気 回 路 を 構 成 す る も の で 、 図 示
し て い な い が 下 方 に は 磁 石 と 下 部 プ レ ー ト が 位 置 す る 。 ま た フ レ ー ム ２ ２ の 上 面 側 に は 図
示 し て い な い が 振 動 板 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 部 プ レ ー ト ２ １ の 突 起 ２ ３ の 外 周 と 、 フ レ ー ム ２ ２ の 孔 ２ ４ の 内 周 に は 、 そ れ ぞ れ が 嵌
合 す る 内 、 外 周 方 向 へ の 凹 凸 ２ ３ ａ 、 凸 凹 ２ ４ ａ を 形 成 し て い る 。 そ し て 、 突 起 ２ ３ を フ
レ ー ム ２ ２ の 孔 ２ ４ に 挿 入 加 圧 す る 際 に 、 突 起 ２ ３ の 凹 凸 ２ ３ ａ と 孔 ２ ４ の 凸 凹 ２ ４ ａ と
を 圧 入 嵌 合 さ せ る こ と で 位 置 決 め も 同 時 に 行 い 、 上 部 プ レ ー ト ２ １ と フ レ ー ム ２ ２ と を 結
合 し て い る 。 ま た 、 突 起 ２ ３ の 凹 凸 ２ ３ ａ と 、 孔 ２ ４ の 凸 凹 ２ ４ ａ の 嵌 合 で あ る の で 、 接
合 、 接 触 面 積 を 広 く 設 定 で き る の で 、 フ レ ー ム ２ ２ と 上 部 プ レ ー ト ２ １ 間 で 十 分 な 結 合 強
度 を 得 る こ と が で き る 。 な お 、 突 起 ２ ３ の 凹 凸 ２ ３ ａ と 、 孔 ２ ４ の 凸 凹 ２ ４ ａ は そ れ ぞ れ
歯 車 の よ う な 連 続 的 な 形 状 と な っ て い る が 、 図 ２ の ご と く 凹 凸 ２ ３ ｂ と 凸 凹 ２ ４ ｂ を 断 続
的 に し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ 実 施 の 形 態 ２ ）
以 下 、 実 施 の 形 態 ２ を 用 い て 、 本 発 明 の 特 に 請 求 項 １ ～ ４ に 記 載 の 発 明 に つ い て 説 明 す る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ３ に 示 す も の は 、 上 部 プ レ ー ト ２ １ 上 に 段 状 の 突 起 ２ ６ を 設 け 、 突 起 ２ ６ 外 周 に 凹 凸 ２
６ ａ と フ レ ー ム ２ ２ の 孔 ２ ４ の 内 周 に は 、 そ れ に 圧 入 嵌 合 す る 凸 凹 ２ ４ ｂ を 形 成 し て い る
。 こ れ ら の 凹 凸 ２ ６ ａ と 凸 凹 ２ ４ ｂ は 歯 車 の ご と く ほ ぼ 連 続 的 に 形 成 さ れ て い る が 、 図 ４
の ご と く 凹 凸 ２ ６ ｂ と 凸 凹 ２ ４ ｂ を 断 続 的 な も の と し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 実 施 の 形 態 ３ ）
以 下 、 実 施 の 形 態 ３ を 用 い て 、 本 発 明 の 特 に 請 求 項 １ ～ ４ に 記 載 の 発 明 に つ い て 説 明 す る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ５ に 示 す も の は 段 状 の 突 起 ２ ６ を ６ 個 に 分 断 し 、 各 個 片 の 内 、 外 に 凹 凸 ２ ６ ｃ を 設 け て
い る 。 ま た フ レ ー ム ２ ２ の 孔 ２ ４ も 内 、 外 の 二 重 と し 、 そ こ に 凸 凹 ２ ４ ｃ を 設 け て い る 。
そ し て こ れ ら 凹 凸 ２ ６ ｃ と 凸 凹 ２ ４ ｃ を 圧 入 嵌 合 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ６ に 示 す も の は 図 ５ に 比 べ て 凹 凸 ２ ６ ｃ と 凸 凹 ２ ４ ｃ を 少 な く し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ 実 施 の 形 態 ４ ）
以 下 、 実 施 の 形 態 ４ を 用 い て 、 本 発 明 の 請 求 項 １ ～ ４ に 記 載 の 発 明 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ７ に 示 す も の は 、 上 部 プ レ ー ト ２ ６ 自 体 の 外 形 形 状 を 図 ３ の 突 起 ２ ６ と 同 じ も の に し た
も の で あ る 。 ま た 図 ８ の も の は 上 部 プ レ ー ト ２ ６ 自 体 の 外 形 形 状 を 図 ４ の 突 起 ２ ６ と 同 じ
も の に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ 実 施 の 形 態 ５ ）
以 下 、 実 施 の 形 態 ５ を 用 い て 、 本 発 明 の 請 求 項 １ ～ ４ に 記 載 の 発 明 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ９ に 示 す も の は 図 ８ の も の に お い て フ レ ー ム ２ ２ の 孔 ２ ４ の 凸 凹 ２ ４ ｂ を 形 成 す る の に
、 孔 ２ ４ の 周 縁 を 断 続 的 に 切 り 起 こ し て 折 り 返 し 部 ２ ５ を 設 け た も の で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
（ 実 施 の 形 態 ６ ）
以 下 、 実 施 の 形 態 ６ を 用 い て 、 本 発 明 の 請 求 項 １ ～ ４ に 記 載 の 発 明 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 １ ０ に 示 す も の は 、 図 ４ に 示 す も の に お い て 突 起 ２ ６ の 外 周 に さ ら に ４ 個 の 突 起 ２ ６ ｄ
を 設 け 、 フ レ ー ム ２ ２ に は そ れ が 圧 入 嵌 合 さ れ る 孔 ２ ４ ｄ を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ 実 施 の 形 態 ７ ）
以 下 、 実 施 の 形 態 ７ を 用 い て 、 本 発 明 の 請 求 項 １ ～ ４ に 記 載 の 発 明 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 １ １ に 示 す も の は 図 １ に 示 す 突 起 ２ ３ を 孔 ２ ４ に 圧 入 嵌 合 後 、 孔 ２ ４ 上 方 へ の 突 出 部 を
、 Ｖ ポ ン チ で 外 方 に 広 げ 、 フ レ ー ム ２ ２ の 底 部 の 上 面 と で 挟 み 込 み 、 結 合 強 度 を さ ら に 増
大 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ 実 施 の 形 態 ８ ）
以 下 、 実 施 の 形 態 ８ を 用 い て 、 本 発 明 の 請 求 項 １ ～ ４ に 記 載 の 発 明 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 実 施 の 形 態 ８ は 、 実 施 の 形 態 １ ～ ７ に お い て フ レ ー ム ２ ２ と 上 部 プ レ ー ト ２ １ を 結 合 さ
せ る 際 に 、 フ レ ー ム ２ ２ と 上 部 プ レ ー ト ２ １ の 間 に 接 着 剤 を 塗 布 し 、 結 合 す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ 実 施 の 形 態 ９ ）
以 下 、 実 施 の 形 態 ９ を 用 い て 、 本 発 明 の 請 求 項 １ ～ ４ に 記 載 の 発 明 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 １ ２ に 示 す も の は 、 上 部 プ レ ー ト ２ １ の 下 方 に 、 マ グ ネ ッ ト ３ ０ お よ び 下 部 プ レ ー ト ３
１ を 結 合 し て 磁 気 回 路 ３ ２ を 構 成 し て い る 。 こ の 磁 気 回 路 ３ ２ の 上 部 プ レ ー ト ２ １ に 結 合
さ れ た フ レ ー ム ２ ２ の 上 面 周 縁 部 に 振 動 板 ３ ６ 下 面 周 縁 部 を 接 着 し て い る 。 こ の 振 動 板 ３
６ の 下 面 中 央 部 に 結 合 さ れ た ボ イ ス コ イ ル ３ ４ の 下 部 を 、 上 記 磁 気 回 路 ３ ２ の 磁 気 ギ ャ ッ
プ ３ ３ に 位 置 さ せ る こ と で 、 ス ピ ー カ ４ ０ を 構 成 し て い る 。 な お ３ ５ は ボ イ ス コ イ ル ３ ４
の 中 部 を 保 持 し た ダ ン パ ー で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 本 発 明 は プ レ ー ト と フ レ ー ム の 一 方 に 突 起 、 他 方 に そ れ が 嵌 合 さ れ る 孔 を 形
成 す る と と も に 、 前 記 突 起 の 外 周 に は 内 、 外 周 方 向 へ の 凹 凸 を 形 成 し 、 前 記 孔 の 内 周 に は
、 前 記 突 起 の 凹 凸 と 嵌 合 す る 凸 凹 を 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
そ し て こ の 様 な 構 成 と す れ ば 、 突 起 と 孔 は そ れ ぞ れ の 一 方 に 設 け た 凹 凸 が 、 他 方 に 設 け た
凸 凹 と 圧 接 嵌 合 す る こ と に な る の で 、 圧 接 面 積 が 大 き く 、 強 度 の 強 い も の と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の ス ピ ー カ の 分 解 斜 視 図 と 拡 大 分 解 斜 視 図
【 図 ２ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の ス ピ ー カ の 分 解 斜 視 図 と 拡 大 分 解 斜 視 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の ス ピ ー カ の 分 解 斜 視 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の ス ピ ー カ の 分 解 斜 視 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の ス ピ ー カ の 分 解 斜 視 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の ス ピ ー カ の 分 解 斜 視 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の ス ピ ー カ の 分 解 斜 視 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の ス ピ ー カ の 分 解 斜 視 図
【 図 ９ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の ス ピ ー カ の 分 解 斜 視 図
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の ス ピ ー カ の 分 解 斜 視 図
【 図 １ １ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の ス ピ ー カ の 断 面 図 と 拡 大 断 面 図
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【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 の ス ピ ー カ の 断 面 図
【 図 １ ３ 】 従 来 の ス ピ ー カ の 分 解 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
２ １ 　 上 部 プ レ ー ト
２ ２ 　 フ レ ー ム
２ ３ 　 突 起
２ ４ 　 孔

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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